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学校長からのメッセージ・お願い
本来なら PTA 総会でお時間を頂いて、お話をしたかったのですが、PTA 総会が紙面承認となりました

ので、学校だよりに記載します。ご理解を宜しくお願い致します。

１ 中学校３年間で大切なこと！
それは、やはり勉強です。確かな学力をしっかりと身につけ、中学校卒業後の進路、将来の生き方を

考え、創造していくことです。しかし、それでは、勉強だけ頑張って、成績さえよければそれでいい

のか。それだけで、将来が保証されるのか。私はそうは思いません。中学３年間、１人の人間として、

教室以外で学ばなければならないこと、単に教室の授業だけでは学べないことが、いっぱいいっぱい

あります。中学校３年間、勉強以外でも「これだけは頑張った」「これだけはやり遂げた」というもの

を１つ創ってほしい。部活動でもいい、生徒会活動やボランティア、行事への取組、習い事、学校外

でのスポーツや文化的活動でもいい。それに、本気で徹底的に取り組む中で、いくらお金を積んでも

買うことのできない「喜びや感動」「苦しみや挫折」を経験してほしい。それこそが、生徒たちにとっ

ての「生きる力」「心の成長」「学習への意欲」につながっていくと確信しています。

２ 中学校での成績の差は能力の差ではない！学習方法と学習習慣の差！
３年生になって、こんな質問をする生徒がよくいます。「先生、勉強頑張っているんですよ。家でも２

時間以上はやっているんですよ。でも、テストの点数がアップしません？」「家で、どうやってテスト

勉強したらいいのですか？何を勉強したらいいのですか？」結論は、「中学校での成績の差は能力の差

ではない！学習の方法と学習の習慣の差」なのです。人の顔が全て異なるように、実は、学習の方法

も人によって違うのです。たとえば、１００個の英単語を暗記しなければならない。さて、どのよう

な方法で暗記するかなのです。各教科の授業の受け方、家での予習・復習のやり方、テスト勉強の仕

方・・。失敗もしながら、自分なりの学習方法・やり方を確立した生徒は、時間さえかければ結果が

出る。いい結果が出るからさらに頑張る。頑張るからさらに伸びる。各教科の先生方にも、教科の内

容と同様に、学習のやり方を指導することをお願いしています。がんばれがんばれ！勉強しろ勉強し

ろ！ではないのです。何を使って、どのように取り組むかがポイントになってくるのです。

３ 人間にとって最も辛いこと！絶対にやってはいけないこと！
４月最初の全校朝会で話をしました。それは、お金がないことでも、成績が悪いことでも、やりたい

ことがやれないことでもない。それは「自分の力では、どうすることもできないことを、攻撃される

こと。いじられること。」そして、「集団･仲間から疎外されること。無視されること。」ではないかと

思います。全校生１０３名で生活する以上、トラブル・問題・衝突等が、ある意味、起こって当たり

前です。しかし、理由が何であれ、自分の思いや感情を「暴力（言葉の暴力・見えない暴力も含む）」、

「器物損壊（人の物を隠す・盗むも含む）」、「いじめ」という行為で表現することは絶対に許されない



のです。生徒会でも「いじめゼロ宣言」を作成し、生徒同士での対応、管理にも取り組んでいます。

学校としましても、起こらないための未然防止と同様に、もし起こったときの指導こそが大切だと考

えています。いじめの発生やいじめの件数以上に、いかにその機会に、当事者に全体に指導して、完

全解決できたか。周囲も含めて、お互いがしっかりと考える機会、見直す機会となったかがポイント

なのです。保護者の皆様も、子どもたちの様子を見ておられ、アレッと思われることがありましたら、

ご連絡下さい！

４ 情報機器の取り扱い！情報モラル！
携帯電話、スマホ、パソコン、iPad、インターネット、各種ゲーム機・・・。さらに高度情報化社会

が進展する中を生きていかねばならない生徒たち。「使うな」「待たせるな」という指導は、もう適切

ではありません。いかに安全に、正しく使っていくことができるか。ただ 小・中・高校生の問題行

動、トラブルの原因の８～９割が、この情報機器の不適切な使用から生じていると言っても過言では

ないのです。生活リズム・生活習慣・課金等の問題にも派生しています。所持することを否定はしま

せん。しかし、「全に正しく使えないのなら、使う資格、所持する資格はない。」のです。学校でも指

導はします。しかし、これは保護者の責任でもあります。「与えるのは保護者、指導するのは学校。」

という本末転倒にならないように、中学生としての使い方、使用時間等も含めたルール設定、フィル

タリングの設定等々を、各ご家庭でも宜しくお願いします。

５ 学校批判・教師批判！
１年間、私たち教職員も、できる限り生徒のニーズ、保護者の方々のニーズやご意見は大切にしてい

きます。ただ、教師自身も頑張ってはいるのだが、上手くいかないケースも出てきます。今後、学校

運営、学年経営、クラス経営、教科の指導、部活動、日々の教育活動等に対して、不満・改善等を感

じられることもあると思います。そのときは、遠慮なく、忌憚のないご意見をいただきたいのです。

言いやすい教師に直接、校長でもOK、どんどん言っていただきたいのです。が、ご理解願いたいこ

とは、保護者の皆さんの感情や思いを、子どもたちの前でストレートに表現することは配慮いただき

たいのです。つまり、学校や教師に対する不満・批判等を、子どもの前でストレートに表現すること

は避けていただきたく思います。中学生といっても、ある意味、まだまだ子どもです。保護者の言わ

れることは、はやりストレートに入ります。知らず知らずに、その思いは植え付けられていきます。

このあたりのこと、ご理解をよろしくお願いいたします。

PTA総会は紙面承認で実施です！
４月２２日（木）、本年度第１回の PTA 委員総会を開催しました。各部会の後、本年度の新役員

の方々の紹介、本年度のスローガン、活動計画、予算についての確認を行いました。PTA 役員の方
々、１年間お世話になりますが宜しくお願い致します。

また、PTA 総会に関しましては、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、本年度も紙面による承認
となります。下記のような取り組みを実施しておりますので、必ず承認書にご記入の上、期日までに

ご提出ください。

今後の予定 ※令和３年４月２９日（木）

・生徒を通じて、PTA議案書等を配布しました。
※令和３年５月６日（木）～５月１０日（月） 【土日を除く】

・この期間内に、生徒を通じて、承認書を提出して下さい。

※令和３年５月１０日（月）

・PTA総務部会にて、承認書等の確認を行い、結果を報告致します。

緊急事態宣言が１１日（火）に解除されましたら、２年生の野外活動は予定通りに実施いたします。
２年生野外活動 日時 令和３年５月１２日（水）～１３日（木）

場所 鉢伏高原 ホテルかねいちや 〔緊急事態宣言延長の場合は中止〕


